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資料２ 現状と課題に関する情報共有化の方策について（庶務案） 

 
１．情報共有化の関係図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河川管理者等 
 

○ 国土交通省近畿地方整備局 
＜指定区間の管理者＞ 
○ 和歌山県 
○ 三重県 
○ 奈良県 
○ 発電事業者 

地域・地域住民・共同体 
 

○ 流域住民の方々 

○ NPO、漁協、各種団体関係者の

方々 

○ 自治体関係者 
○ その他 

 
講 演 

流域概要の説明 
現地視察会 

個別データの提示 
勉強会 

オープンハウス 

ワークショップ 

アンケート 

意見交換会 

その他 

熊野川懇談会 

情報の共有化 
知っていること 
考えていること 

情報の共有化 
知っていること 
考えていること 

情報の共有化 
知っていること 
考えていること 

懇談会内の情報の共有化 
委員が知っていること 
委員が考えていること 

情報共有化の方策
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２．情報共有化の方策について 
 

方 策 内   容 備 考 
講  演 ○ 懇談会委員や有識者の方の専門に関わる講演を聞き、

専門知識の収集を図ります。 
○ 熊野川を研究されている方、熊野川に関わる仕事をし

ている方等の講演を聞き、熊野川に関する詳細な情報

の収集を図ります。 

 

流域概要の説明 ○ 河川管理者から流域の現況について説明を受け、熊野

川全体の情報の収集を図ります。 
 

現地視察会 ○ 河川管理者の案内で主要な河川管理施設、河川の沿川

の状況、流域の主要施設等を視察し、熊野川の現状に

関する情報を直接収集します。 

 

個別データの提示 ○ 河川管理者に河川や流域に関わる個別のテーマについ

てのデータの提示を受け、河川管理者が有する情報の

収集を図ります。 

 

勉強会 ○ 河川管理者や学識経験者（委員を含む）等を講師に迎

えて河川や環境、防災等についての勉強を行い、基礎

的知識の向上を図ります。 

 

オープンハウス ○ 人々が気軽に立ち寄れる場所に、熊野川懇談会の担当

者が常駐した情報展示コーナーを設置し、地域住民の

方に展示パネル等を用いて、懇談会や熊野川の紹介を

しながら意見や質問を伺い、熊野川に関する地元の情

報や住民意見の収集を図ります。 

 

ワークショップ ○ 流域住民の中から熊野川に関心の高い者を募集して、

熊野川のあるべき姿等について、くつろいだ雰囲気の

中で参加者が自由に意見や経験を出し合い、提案とし

てまとめるなどの作業を行う集まりです。参加者の幅

広い議論を通して、実現性の高い地元意見の収集を図

ることが可能です。また、地元意見の反映状況の検証

機関として活用することも可能です。 

 

アンケート ○ 流域住民の方々を対象に所定の質問事項に関するアン

ケートを実施し、住民意見の総意の収集を図ります。 

 

意見交換会 ○ 懇談会とは別に、気軽な雰囲気で意見や質問を述べて

もらう機会を設け、住民等の率直な意見の収集を図り

ます。 

 

その他   
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参考 情報共有化方策説明資料（１） 
方  策 内       容 

オープンハウス 住民の方々が気軽に立ち寄れる場所に担当者が常駐し、あるテーマや問題

についてパネルを用いて紹介するとともに、問い合わせ及びご意見を伺う展

示スペースのことです。 

熊野川においては、熊野川や懇談会の PR を行うとともに、熊野川に関す

る情報や意見等の収集をおこないます。 

＜開催例＞ 

○ 開催場所 大型商業施設、市役所、公民館等 

○ 展示内容 流域図、航空写真、浸水想定区域、過去の洪水被害の写

真、昔の熊野川の風景写真、現在の熊野川の写真、熊野川懇談会説
明資料等 

○ 活動内容 熊野川、懇談会に関する説明資料の配布、展示資料の説

明、簡易アンケート、質問等の受付等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ショッピングセンターでの

オープンハウスの状況

来場者に積極的に説明を行う来場者に積極的に説明を行う

チラシの配布

展示物を利用した住民意見の収集 展示物を利用した住民意見の収集

＜オープンハウスの概要＞ 
国土交通省中部地方整備局庄内川河川事務所 
土岐川庄内川コレカラプロジェクト パンフレットより
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参考 情報共有化方策説明資料（２） 
方  策 内       容 

ワークショップ 特定されたテーマのもとに、自由な雰囲気で幅広い議論を行い、実現性の高

い意見をまとめるための組織のことです。熊野川においては、河川整備に対

する地元意見をまとめたり、懇談会の地元意見反映状況の検証機関として活

用することが可能です。 

＜開催例＞ 

○ 開催場所 流域各地の会議施設 

○ 活動内容 メンバーが協議をしながら意見をまとめる。 

・ 住民意見の集約化 
・ 熊野川に関する情報の収集 
・ 懇談会の審議内容に対する地元意見の検証 
・ その他 

 

 

検討テーマの確認 協議の様子

検討結果の発表 協議の様子

＜ワークショップの概要＞ 
国土交通省中部地方整備局庄内川河川事務所 
土岐川庄内川コレカラプロジェクト パンフレットより


